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medlar” に 発生 し 大 害 を 与え る と いわ れ , ここ に も “人 里 的 ” な 性 格 が の ぞい て いる . 本 種 は , お そら く 内 陸 的 な 
瞬 温帯 落葉 林 と 結び つく 林 綴 的 な 生活 型 を も つも の と 思わ れ , 日 本 た お ける 分 布 像 は , 内 陸 的 な 乾燥 気候 一 一 お そら 
く 降水 量 に 支配 され て いる も の と 推定 され る . 朝鮮 一 対馬 一 瀬戸 内 型 の 国内 分 布 を も つ 賊 と し て は , コマ ル モ ン シロ 
が , コシ ロ オ ビ ド ク ガ , シノ ノ メ シ ャ チ ナチ ホ ュ を 指摘 する こと が 可能 で , さら に タカ サツマ キシ ャ チ ホ ボコ (関東 南部 
まで ), アカ スジ アオ リン が (岩手 県 まで ), セト ウチ ホソ バス ズ メ ( 道 南 ま で ) な ど を 同じ 類型 の 延長 と し て 捉え る 
こと が で きる . 一 部 の 対馬 特産 種 $ こ の 類型 の 縮 少 と し て 把握 ナ する こと も ゃ 可能 で は な か ろ うか. 
























































20. 和歌 山県 の ヤク シマ ヒメ キシ タバ 大 和 田 守 ( 関 東 ) 




















本 種 は 仙台 の 渡辺 徳 氏 に よる 屋久 島 で の 集中 的 調査 に よっ て 1972 年 発見 され , つい で , 和歌 山県 大 塔 山 で 中 谷 進 
治 氏 に より 1973 年 だ 採集 きれ, それ ら の 標本 を も と に , Sugi (1976) に より Catocala tokui と 命名 され た だ た. 私 は 
1978 年 7 月 初旬 だ 和歌 山県 大 塔 山大 杉谷 に お いて 合計 22 頭 の 新鮮 な 個体 を 採集 する こと が で きた . これ に よっ て 原 記 
載 で は 述べ られ て いな い 事 実 が 判明 し た の で 報告 する . 本 種 の 前 殖 の 斑紋 は 2 型 が 認め られ る , すなわち , 一 般 の 
Cg7ocg7g に 見 られ る よう な 各 横 線 が 明瞭 た 認め られ る 型 (正常 型 ) と 基部 ・ 後 縁 ・ 外 縁 部 が 黒 化し , 前 縁 よ り の 中 
央 部 が , 白く 浮き 出る 型 (ヘリ グロ 型 ) の 2 型 で やる.、 ヘリ グロ 型 は 雌雄 と も に 出現 する が , 個体 数 は 正常 型 よ り は 
る か に 少な いも の と 推定 され る . 詳し い 記述 は , 大 和田 , 西 ( 診 娠 短 , No.74 : 印刷 中 ) に ゆず る . また , 前 贅 に 鳥 
の 中 に よっ て で きた 只 跡 (beak-imprint) が 明瞭 に 認め られ る 個体 を 同時 だ 採集 し た の で 報告 し た . 


























21. ギフ チョ ウ 商 の 成虫 分 化 - 一 - 温 度 日 長 に よる コン トロ ー ル ーー 一 右 井 実 ( 近 繊 ) 





ギフ チョ ッ の 10 ヶ 月 に も 及ぶ 遇 期間 と 成虫 分 化 の 進行 が どの よう な 外部 要因 に よっ て 制御 され て いる か , 長い 聞 研 
究 さ れ て きた . 特 だ , 日 高 ら (1971) は , 幅 化 後 1 ヶ月 間 は どん な 温度 条件 下 で も 休眠 する こと , それ 以降 の 成虫 分 
化 は 中 温 (17 一 21 で て ) で 人 急速 に 進行 する が , 高温 (28 一 30 で ) で も 低温 (5C) で も を 分化 は 進ま な いこ と を 明らか に 
し た . し か し , 日 長 が 成虫 分 化 の 進行 に どの よ 5 な 影響 を 及ぼ すか は 知ら て れ て いな い . そこ で , 昨年 , 室内 飼育 で 得 
られ た 上 螺 (京都 産 ) を 高温 (25 で C), 中 温 (20 で ), 低温 (16C) と 長 日 (16 時 間 日 長 ), 短 日 (12 了 時間 日 長 ) を 組み 
合わ せ た 条 件 下 に 置き , 分 化 の 速 さ の 目安 と し て , 疫 重 量 の 変化 を 測定 し た . 死ん だ 疫 は 解剖 し て 分 化 の 程度 を 調べ 
7S。 

この 実験 で , 高 ・ 中 ・ 低 温 と も 長 日 で は 成虫 分 化 は ほとん ど と 進行 し な いこ と が わか っ た . し か し , 中 温 の 場合 短 日 
で は 長 日 の 2 倍 程 の 速 さ で 里 重 量 が 減少 し , 急速 な 分 化 が 推測 され た . 事実 , 今年 , 定期 的 な 暴 の 解剖 を 行っ た 結 
果 , 由 化 5 ヶ月 後に は , 中 温 短 日 で は 成 上 虫 が 完成 し 映 毅 が や わら か く な っ た が , 中 温 長 日 の も の は , 脂肪 体 の 解離 が 

に 始ま っ た ステ ー ジ で あっ た . 高温 ( 長 日 ・ 短 日 ) か ら 中 温 ( 長 日 ・ 短 日 ) へ と 条件 を 2 ヶ月 後に 変え た 区 で は , 中 温 
長 日 で ゃ 分化 は 速く 進み , むし ろ 分 化 の 速 さ は 中 温 短 日 へ 移さ れ た も の より 速い よ う で あっ た だ た. 

この よう 5 に, ギフ チョ ウッ 次 に ゃ 日 長 感受 能力 が あり , 温度 , 日 長 両 条件 が セッ ト と し て 成虫 分 化 の 制御 に 関与 し て 

いる と 言え る . 










































































22. 蝶 の 配偶 行動 . Papizlio 属 , Gonepteryx 属 , ミド リヒ ョ ウ モ ン の 求愛 飛翔 と 
スジ ボソ ヤマ キチ ョ ウ の 交尾 期 に つい て の 二 三 の 観 察 
海 野 和 男 ( 関 東 ) 


Papilio 属 の 蝶 の 求愛 飛 痢 は る が に 体 当 り し て きゃ を 飛び た た す (また は 滞空 状態 た に する) こと か ら 始 まり , る が 
時 々 ? に 体 当 り し た り 半 で? の 頭 部 を お お っ た りす る こと で , 8 主導 型 で 持続 する . その 時 , は る の あと を 追う よ 
うな か た ち で 追尾 する が , この ゆっ くり し た 飛翔 状態 の と き は 必ず 品物 を の ば す , これ は , 8 の 発する 視覚 的 ある 
い は 嘆 覚 的 な 刺激 に よる も の と お も われ る . Ornithoptera priamus も , ゆっ くり し た 求愛 飛 奈 を 行う が , この 時 , 
2 は 口 史 を の ば さ な い . 

一 般 に この よう な 求愛 飛翔 が 交尾 に つなが る こと は まれ で ある が , ナガ サキ アゲ ハ , モン キチ ョ ウッ な ど で 確 認 し て 
いる . この 時 , モン キチ ョ ッ ツ は 再 交 尾 で あっ た . 一 方 , Gonepteryx 属 の 求愛 飛翔 は 常に 8 が を 追い これ に よっ 
て 交尾 に いた る こと が ある . 
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ミド リセ ョ ッ モ ン の 求愛 飛翔 の 多く み ら れ る 時 間 は 午後 3 時 以降 で ある が , これ は 日 周 活動 の 調査 に よっ て 裏付け 
られ た . 

スジ ボツ ッ ヤ マキ チョ ッ の 交尾 は 交尾 率 の 調査 や 観察 か ら 夏 と 春 2 回 行わ れる こと が 多く , その 他 の 蝶 で も 観 祭 に よ 
れ ば 複数 回 行わ れる こと が 必ず し も ゃ まれ な と と で は な い . 

















23. フ ユ シャ ク の 生態 中 島 秀雄 (関東 ) 





フュ シャ ク と いわ れ て いる の は ホシ シャ ク 下 科 , ナミ シャ ク 班 科 , エダ シャ ク 亜 科 に わた り , 20 種 以上 が 知ら れ て 
いる が , 今回 は その うち ホシ シャ ク 亜 科 の Znxrois 属 の 生態 に つい て 発表 する . 

1. 発生 期 

Inurois 属 の 関東 地方 に お ける 発生 を まとめ る と と も に , 特に 72277gerg (Prout) クロ テン フ ユ シャ ク の 発 
生 期 に つい て 報告 する . 本 種 は 平地 で は 12 一 3 月 まで 長い 期間 発生 する が , 山地 ( 多 雪 地域 ) の 発生 を みる と 11 一 12 
月 と 4 月 の 2 回 発生 が 見 られ る . 

2. 交尾 行動 お よび 産卵 習性 

フラ シャ ク で は 雌 の 麺 を 欠い て いる こと か ら , 雌 の フェ ロモ ン が 雄 を 誘引 する こと が 指摘 され て いた が , 7 flet- 
czerf の 野外 お よび 室内 で の 観察 に よっ て 判明 し た 交尾 行動 お よび 産卵 習性 に つい て 述べ る . 
本 種 の 場合 , 日 没後 30 一 40 分 位 経つ て , 雄 は 触角 を 上 げ て 飛翔 を 開始 する . 雌 も 尾部 を 上 げ て 歩き まわ り , ある 場 
所 に 静止 する と , 尾部 を 一 層 強 く 曲げ て 上 下さ せる 行動 が 見 られ る . これ は コー リン グ 行 動 (calling behavior) 
と 思わ れる . 
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